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別に脱明する 

でもなく . 

ただ大名を 
天守閣に招き… 
なんともいえな 
静寂の時を 
過ごすのが 
将軍に とつて 
最も 楽しく 
思えた . 





政道の1こ： 
f 冲：衆、— 
勘定吟味役等が 
管理社会的に 
ことが整然と 
行なわれているか 
どうかみて 
いるから 


#りたく彼、家網は 
政だげに 
顔を出して 
いればよい…… 
そんなことも 
あつて…… 



連中にしても 
ことさら 
驚いたり 
感心したり 
するふうでもな 


まつたく 

7V %/ I • • 


地方から来た 
この連中に…… 
ことのほか 
愛想がぃぃのも 
たいして 
やることのない 
それが務めだと 
思えばこそ 
だった…… 







i 


今日も 

どこの何大名 
忘れてしまつ. 
中央政権の華一 
をそれとなく 
知らしめよぅ • 
この奇妙な 
潮ざ14-した 
外様さんを 
例のごとく 
天守閣へ 
赛勾しヒ 


:大名か 
-まつたが 
一の華麗 さ 
なく 
よぅと 

な 泰 


磨 


111^ ヴ v:r:^:nv; 

pi^. 
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個用人にとつて 
t までこんな 
恐れ気もなく 
あけつぴろげな 
人物に 

接したことが 


どぅ見ても 
あかん . 

いえ…… 

将軍さまの 
身を思えば 

こそ . 

こらあ 
どう見ても 
あきまへんえ：. 



城下町を 
照らしていた. 


将軍さま 
こんなこと 
云ってもいいか 
どぅかわかり 

まへ/力 . 

ど、っも 
気になひ 
まんのや…… 




気になります. 






それほどに 
今日の太陽は 
人の心を 
安らかに 

させていたのかも 
しれない…… 


いつのまにか 

彼は 

その持ち前の 
ガラガラ声を 
やめていた… 
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聞きように 
よっては 

わ だか まる ものが 
ございます 


どうぞ 

かような訳を 
申し•て 

いただけませんと 


ほえでも 
こりやあ 
あんまり 

おそ 

恐ろしい 
ことですわ. 


いいがつか 

気を！ i ぅ 

せんとくなはれ 
何も 

サチつけるのが 
本意と 

違いまつから… 


樓葉を 

濁したかたちに 
なりましょぅ 




側用人たちは 
出来るだけの 
知恵を絞って 
この言葉が 
耳に入らなかつた 
ょぅに振舞った 
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まどろんで 
安らぎが 
心を满たして 
いたから…… 


こり や あ 

诞さ柱 

だす 


jlr 芝 lill\\\l2sMMl_^ 


わては 
外様も外様 

いってみれば 
百姓出みたいな 
もんだすから 
材木のこと 
やつたら 
ようわかつてま 






I 


こり や あ 

m 対 

逆さ柱だす 


この節目の 
張^具合 
皮 flj 1 ぎの 
あとといい 



あきらかに 

ねもと 

根本が 
上だす 


逆さだつたら 

M 咐4へんぇ 
下世話に すぇ 
その家が末 
衰弱すると 
いわれてま… 



どのように 
耳をふさいで 
いても 


まくしたてられ 

たのでは 


1 


聞かないふりを 
するほぅが 

還だった…… 

家網にとつて 
舨さ柱と 
決めつけ 
られたことは 


« IJ に 

問題とする 
ほどのことも 
ないと 
感じていた 


普請する 
者らも 
ほかあ 
手ぬいても 
家の顆の 
柱だけは 
逆さには 
せんよぅ 
気を配つてる 
もんでつせ 
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迷信を 
恐れるほど 
時の権勢は 
弱くも 
なかつたし 


JFJ : ホ ^^^ ^^ 

.^§Mm 



もし後に 
誰かの耳に 
このことが 
漏れるよぅな 
ことがあれば： 

それは 
自分たちに 
非難が集まり 
あまつさえ 
この大それた 
ことを 
無視したと 
あつては 
一族断絶の 
裁きを受ける 
やも知れぬ 


今は 

考えめぐらして 
いる時ではなく 
いたずらに 
沈黙している 
j とは許されない 
一とだと 
澉じていた 



pas 
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側用人 
ならびに 
若年寄の^前 
機敏な差配を 
見せてやる 
べきたと 
言葉を 探した 


し力るへく 
手続きをもって 
充分に 
吟味すべく 
早速 

致し ましよう 


将軍様に 
とつても 
なにかと 
国事の ことな ど 
多々あります 
れば . 


0 

_ 


のちに 

ことの事実を 

究明し 

いずれも 

落着すべく 

はたらき 

はからぅよぅ： 
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時を待たず して 
このことは 
城中に 

パツと広まり 
天守閣普請の 
担当藤川が 
招集され 


1■一 


鐘 



果ては 

建築学者数名 
天守閣普請直接主任 
御用大工八右衛門 
などが招集され 



大方の意見は 
この奇妙な 
ル i の 
不届きな 
申し立てを 
言下の もとに 

層 

見間違いと 
してあつかい 
a りたてての 
咎を 

さけたい空気で 
あつた 


11し 



あえて裁きの場に 
出した場合 
もし逆さ柱で 
なかりせば 
ことは簡単に 
片付く 


老中、若年寄 
勘定奉行 
大目付 

作事奉行 

留役 M 奉行 

工事が等 
並み居る中で 
逆さ柱問答が 
開始された 

のだった 





不届な 

申し立てをした 

とざま 

外様藩を 

ひとつ 

とりつぶせば 
良いのだから 


^ 0W 


が 

f し*!势 
逆さ柱であれば 
逆さ柱を 
知らずに 
見過ごし てきた 
城中の者の 
資任 となり 


一瓢 


それは 
際限もなく 
刑者を 
出さねば 
ならなくなる 



重役たちは 
この奇妙な外様の 
申し立てを 
威厳をもって> 
I 蹴すれば X 
臆して 

黙するものと 
観測していた 
のであった 
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先刻まで 

執撖に 

主張されし件 
何を もつ て 
逆さ柱と 
せるや… 


■ 

__ 


その証を 
提示されたいつ 



種 

圍一 

^ . sy 




大工八右衛門 
かかる雑言 
許しがたく 
何をもって 
逆さ柱でな l.'w 

いいきるか： 




通 

1 !:::::!:• … MISK::::::::::H5;:i5:llll 


これもまた 
方人の認める 
方法にて 
明かされたいつ 



-■■■■■••••■ 藝 •■•■■■■• 肩 r 

_iiii i:!! ::i!::;!# tsri 


奮 

_ 


f 靜 

r l " c 4 一 


さあここ 
振出しに 
もどるど 
いっそぅ 
それぞれの 
立場を困難に 
せしめたのだ 



j 墜 M 

0 
$ 
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